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Zusammenfassung 

Der Zweck dieser Untersuchung liegt darin， ausgewahlte Handballspiele der Frauen anhand der 

statistische Spieldaten quantitativ zu analysieren und besonders die Angriffsaktionen im Frauen一Handball

naher zu charakterisieren. Hierzu wurden die Spielanalysendaten bei drei Frauenmannschaften， d. h. der 

japanischen Auswahlmannschaft， der japanischen Studentinnen Auswahlmannschaft und der Mannschaft 

von der Mukogawa Frauen Universitat， uberpruft. 

Die Resultate sind wie folgt: 

一一DieAnzahl der Angriffe lag durchschnittlich 57， 5 und die der erzielten Tore lag durchschnittlich 22， 5 

pro Spiel. Die Toreffektivitat lag durchschnittlich 53，7 Prozent. Je hoher die Leistungsniveau der 

Mannschaft kam， desto besser wurde die Toreffektivitat. 

一一Umerfolgreich im Frauen一Handballsein zu konnen， wurden eine Toreffektivitat uber 55 

Prozent， eine Technik-und Regelfehlerquote unter 25 Prozent und eine Angriffseffektivitat uber 40 

Prozent als einheitliche Angriffsstandards angezeigt. 

一一DerAnteil erzielter Tore aus verschiedenen Wurfzonen und -situationen ist sehr unterschiedlich in drei 

Mannschaften. Jedoch werden die hochsten Effektivitat beim 7m-Wurf und die niedligsten aus der 

Fernwurfposition jeder Mannschaft abgegeben. 

一一DerWettkampf des Sportspiels konnte anhand der statistische Daten mit der freien Spielbeobachtung 

sowohl quantitativ als auch qualitiv erfast und besser ausgewert werden. 

緒 E司

スポーツにおいて競技力を客観的に分析，評価することは，コーチングおよびトレーニングの場に有用な知見

を得るために重要である.それによって，これまでのトレーニング効果を判定したり，引き続くトレーニングの

目標を再検討したり，計画を立案するための的確な情報を得ることができる.しかし，球技におけるゲームでは，

対人的，集団的な場において，高度な心理的，体力的，技術・戦術的対応が要求される.また，ゲームでは， ト

レーニングと異なり，制限するものがない形態でチームおよび個人の複合的な競技力が示される 23) したがっ

て，球技では，水泳や陸上競技といったタイムで計測できる種目と比べて，競技力を客観的に分析，評価するこ

とは簡単ではない 11，23)
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球技において競技力を客観的に分析する方法の 1つに，スコアによるゲーム分析がある 4，6，8，9，12.13，14，15，27，28) こ

れは，ゲーム中に記こるさまざまなプレーに鹿接関保するデータを観点を定めて叡集し4)，ゲームを構成する諸

要因を定震的に分軒ずる方誌である.この方法は，統計的な手法を用いた客観的な観察資料にもとづいて，ゲー

ムやプレーの結果を正確に分析することができる 22) また，さまざまな競技レベルにおけるゲーム安対象とし

て継続的に分析を行い，結集を!帰納的に利用できるように準備すること，分析結果を縦軒的な課点から金鉢的に

解釈し，スコアからみた技術・戦術の習熟を理解すること，分析結果を横断的に観察し，ゲームの発達段階によ5
じた適切な評額基準を設定すること，などによって，スコアによるゲ…ム分析は，球技運動学新究およびトレ

ニング実践の場において，さらに重要な役舗を演じることができるようになろう幻.

ハンドボールでは，世界選手権やオリンピッ夕立どの間際大会久15，17，18，19，25)，国内のトップレベル21)，および

大学の上位チームなどのゲーム 7，8，9，10，13)を対象として，スコアによるゲーム分析が告われている.これらのほと

んどは，男子のゲームを対象としたものであり，女子では定量的なゲーム分析データの積み重ねが十分ではない.

このため広，女子のゲームを対象とした研究では，いまだ研究上の資料収集の域を説せず，引き続くトレーユン

グ実践に有益な示按を与えられない可能性が大きいと考えられる.

そこで本研究では，高い競技レベルにおける，さまざまな女子のハンドボールゲームを対象として，スコアに

よるゲーム分析を行い，攻撃の全体橡および特設などについて明らかにし，球技における競技力の定量的・客観

的な評儲の可能性と限界について検討することを目的としている.

方法

(1)研究対象

表lに，研究対象としたチーム，および、その参加大会，対戦相手，成績を示した.

T油.1 Profil der Mannschaften 

チーム 参加大会名(対戦相手) 成 績

全 日 本 女 子
1991年アジア選手権大会

2位 (5チム中) I 
(台持，北朝鮮，韓関，中菌)

1994年世界学生選手権大会
全日本女子学生選抜 (韓底，スロパキア，ポーランド， 6位(12チーム中〉

ブノレガリア， ドイツ，ハンガリー)

1993年全日本学生選手権大会
武産J!I女子大学 (東海大，日女体大，福岡大， 3位(16チーム中)

自体大，大体大)
ι← 

全日本女子(以下全日本と略〉および全自本学生選抜(以下学生選抜と略)は，それぞれ毘本および学生を代表す

る最も罷秀な選手によって構成されている.武車m女子大学(以下武庫川大と略)は， 1993年西島本学生選手権
優勝，全日本学生選手権3位の成績をおさめた大学のトップチームである.これらのことは，本研究で分析の対

象としたこれらの 3チームが，本研究の自的を達成するのに，競技レベルの十分高いチ…ムで島ることを示して

いる.

(2)分析方法

令基礎資料の収集

全日本のゲーム分析には.1991年アジア選手権大会の公式データブッグ邸主(，学生選抜および武豊JII大

の分析には，ゲーム中のプレー結果を記録したスコアシート 16)を基礎資料とした.

②調査および分析項毘

スコアからみた攻撃の全体像を明らかにする，ために，攻撃部数，ゴーノレ数， ミス数?シュート数を調査し

た.また，攻撃成功率，シュート成功率， ミス率を下記の方法で算出した16)
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スコアによるゲーム分析からみた女子ハンドボール競技における攻撃の特徴

攻撃成功率 =ゴール数/攻撃回数 x 100(%) 

シュート成功率=ゴール数/、ンュート数x100(%) 

ミス率 二ミス数/攻撃回数 x100(%) 

シュート成績から攻撃の特徴を明らかにするために，ポジション別のシュート数，ゴーノレ数を調査し，シュー

ト成功率を算出した.先行研究では，シュートをさまざまなポジションに分類して分析を行っている 5，24，25) 本

研究では，防御帯を突破されて打たれたポスト・カットインシュート，防御帯の端から打たれたサイドシュート，

防御帯の上から打たれたロングシュ?ト，速攻によるシュート，ペナルティーシュートの5つに分類して分析を

行った25)

結果および考察

(1)スコアによるゲーム分析からみた女子ハンドボールゲームの攻撃の全体像

表2にゲーム分析の結果を示した.

Tab. 2 Merkma1e der Angriffe und Angriffsaktionen 

攻撃回数 ゴール数 攻撃成功率 ミス数 ミス率

全日本 62.8 26.0 41. 40/0 18.5 29.5% 
(7.7) (6.0) (10.1) (6.0) (6.5) 

学生選抜 53.3 20.7 38.8% 14.8 27.80/0 
(3.9) (3.3) (4.7) (3.8) (5.3) 

武庫川大 58.2 21. 8 37.5% 14.4 25.1% 
(4.6) (5.3) (7.1) (1. 9) (4.9) 

全 体 57.5 22.5 39.1% 15.7 27.3% 
(6.6) (5.3) (7.5) (4.4) (5.7) 

1.数値は， 1ゲーム当たりに換算した平均値(標準偏差)を示している.

シュート数 シュート成功率

44.3 58.8% 
(4.4) (8.7) 

38.5 53.7% 
(2.3) (7.7) 

43.8 49.8% 
(5.8) (6. 7) 

41. 8 53.7% 
(5.1) (8.4) 

攻撃回数は，全日本が最も多く，次いで武庫川大，学生選抜の順に多い傾向にあった.全体の平均値は 57.5

回であり，これは圏内の女子学生のトップレベルのゲームを対象とした研究9)とほぼ同様の結果であった.この

ことは，女子ハンドボール競技で、は， 60分間のゲームにおいて， 1分間に約1回の攻撃および防御が行われるこ

とを示している.

ゴール数は，各チームの平均値でみると 20.7"-'26.0点の範囲内にあり，攻撃回数の多い順に高い得点をあげ

る傾向にあった.

攻撃成功率は，全日本が41.1%と最も高く，次いで学生選抜の 38.8%，武庫川大の 37.5%の順に高いポイ

ントを示した.攻撃成功率は，世界選手権およびオリンピックなど，男子のトップレベルのゲームでは

43.4，，-，46.9%15，20) ，圏内の男子学生の上位チームでは 36.5，，-，38.3%8，12)とL、う値が示されている.これらのこと

は，競技レベルの向上にともなって攻撃成功率が高まる傾向にあること，および攻撃成功率を用いて総合的な攻

撃力を評価できることを示唆している.水上12)は，男子学生レベルのゲームにおいて勝利をおさめるための基

準として， 45%以上の攻撃成功率を示している.本研究の結果を考慮すると，女子ハンドボール競技において

は， 40%以上の攻撃成功率を攻撃力を評価する 1つの基準としながら，男子と同じく 45%以上の攻撃成功率を

目標にすることができると考えられる.

ところで，攻撃成功率を高めるためには， ミス率を低下させ，できるだけ多くのシュートを打つこと，および

シュートそのものの成功率を高めることが重要である.本研究では， ミス率は，各チームの平均値でみると
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25.1'"'"'29.5%の範関内にあり，全体の平均では27.3%であった.こめことは，いずれのチームも 4回の攻撃に

約 l間の割合で，シュートに歪らず位攻撃を終了していたことを示している.一方，シュート成功率は，各チー

ムの平均値でみると 49.8"-'58.8%の範囲内にあり，金棒の平均では53.7%であった.先行薪究では， ミス率お

よびシュート成功率は，男子の世界のトップレベルのゲームでそれぞれ21.3%および59‘8%15，20)，日本の男子

学生の上位チームで約25%および約50%草刈，女子学生のトップチ…ム同士の対戦ゲームで29.0'"'"'37.0%およ

び48.8'"'-'54.7%の範間内に為ること紛が示されている.これらのことから，女子ハンドボール競技において，

棲秀な競技成績をおさめるためζは， ミス率を25%以下に抑えること，シ品ート成功率を55%以上に高めるこ

とが重要であると考えられる.

(2)シュート成農からみた各チームの攻撃の特徴

衰3tこ，シュート成績を示した.

Tab. 3 Torwurfeffektivitat aus verschiedenen Wurfzonen und -situationen 

ポスト，カ yトイン サイド ロング 速攻

全自本 6.3-4.8 7.0-5.3 19.5-7.0 6.3-4.5 
76.0 0，10 75.0怖 35.9怖 72.0 0，10 

学生選故 6.7-4.0 5.5-2.7 16.3-7.0 5.7-3.7 
60.0 0，10 48.5 ゐ 42.9 0，10 64.7 0，10 

武態JII大 6.2-3.8 5.6…2.2 13.8…3.4 13.6…8.8 
61. 3 0，10 39.3明 24.6 0，10 64‘7 0，10 

:@: 体 6.4-4.1 5.9-3.2 16.3-5.8 8.5-5.6 
64.6 0，10 53.9 0，10 35.5 0，10 66.1 0，10 

ペナノレティー

5.3-4.5 
85.7 0，10 

4.3-3.3 
76.9 0，10 

4.6-3.6 
78.3 0，10 

4.7-3.7 
80.0 0，10 

1.数舗は， 1ゲーム当たりに換算したシュート数ーゴール数およびシュート成功率を示している.

シa ート成績をポジシ滋ン加でみると，シ品…ト数は，いずれのチ…ムもロングシ品…トが最も多く，ペナノレ

ティーシ品…トが最も少なかった，これは，男子ヨーロッパカップを対象として分析を行った Schlegelら18)の

結果と向様であった.ポスト・カットイン，サイド，速攻のシ品…ト数時，武車JII大の速攻を除けば， 1試合当

たり 5.5'"'-'7.0本の範館内にあり，いずれのチームもさまざまなポジションからシュートを打っていたことが分

カ込る.

シュート成功率は，いずれのチームもペナノレティーシュートが最も高く，ロングシュートが最も低かった.全

体の平均値でみると，ポスト・カットインおよび速攻などのゴール中央付近での近距離シュートの成功率が最も

高く，次いで，近距離ではあるがシュート角度の小さいサイドシュ-r，遠距離からのロングシュートの11震に高
い成功率を示す傑向にあった.これらの結果は，荷村ら旬。)， Taborsky25)の研究結果を支持するものである.

関H;こ， ゴーノレ占有率をポジション別に恭した.

ポスト・カットイン，ペナルティーシュートによる持点は，それぞれ全得点の 17.4~19.4% ， 16.1~17.3% 

を占めており，チーム間で大きな差は認められ長かった.一方，サイド，ロング，速攻のシュート広よる脅点は，

それぞれ全得点の 10.1~20‘ 2%. 15.6~33.9%. 17.3~紛争 4% の範聞記広がっており，チーム潤tこ 10 ポイント

以上のばらつきが認められた.

これらの結果から本研究で対象とした各チ…ムの攻撃の特徴を概観すれば，全日本はロングシ品ートを柱に，

さまままなポジションから比較的まんべんなく得点を重ねていったこと，学生選抜はロングシュ…トを主な得点

源としていたこと，武庫JII大は遅攻によるゴール占有率が低く，速攻に片寄った得点をあげていたことが認めら

れる.Tabrosky25l拭，パノレセロナオリンピックの女子のゲームを分析した結巣，チームによってゴール占有率

が大きく異なること，上位チームは下位チーム広比べて，さまざまなポジシ笠ンから片寄りなく得点しているこ

とを訴している.このことは，本研究で対象とした3つのチ…ムの競技力は，全日本が最も蒔く，次いで学生選
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スコアによるゲーム分析からみた女子ノ、ンドボール競技における攻撃の特徴

抜，武庫川大の順に高いことを裏付けるものであると考えられる.

全日本 学生選抜 武庫川大

10.1% 

17.3% 17.7 12.9% 

.2% 

26.9% 22.9% 

.ポスト・カットイン 闇サイド 圏ロング 図速攻 口ペナルティー

Abb. 1 Antei1 erzielter Tore aus verschiedenen Wurfzonen und -situationen 

(3)スコアによるゲーム分析の限界

本研究ではこれまでに，スコアによるゲーム分析は，競技力を客観的に評価するのに有効であり，コーチング

およびトレーニングの場に有用な知見が得られることを示してきた.しかし一方で，スコアによる定量的なゲー

ム分析では，プレー状況2)や相手の競技力との相対的な関係などが考慮されないために，時間，空間，人，ボー

ルに関する情報を細切れにしてしまっている 26)という問題点もある.

本研究では，全日本は攻撃成功率だけでなく， ミス率も最も高いことが認められた.この結果は，全日本がミ

ス率の高さをシュート成功率で補償して，高い攻撃成功率を維持したことを示している.その背景としては，全

日本が攻撃の組立局面においてミスを若干多くしても，より確実なシュートチャンスを作ろうとし、う意図があっ

たと予想できる.また，シュート成績では，全日本，学生選抜，武庫川大の各チームにおいてゴール占有率に片

寄りが認められた.これは，競技力の相違だけでなく，各チームの攻撃方法や攻撃に対する考え方1)の相違にも

よると予想できる.しかし，スコアの裏に隠されたゲームの戦い方に関する考え方や具体的な攻撃および防御構

想などについては，本研究では予想の範囲を越えて言及することはできない.このことは，確かに定量的なゲー

ム分析のみでは、ゲームやプレーの本質的な徴表を見抜き出すには限界があることを意味している 26)

今後，スコアによる定量的かっ客観的なゲーム分析とともに，ゲームの質的な側面を科学的に観察できる手法

を用いて，総合的・全体的にゲームを解釈することによって，コーチングおよびトレーニングの場に，より有益

で実践的な示唆を与えられるようになるであろう.

要約

本研究では，全日本女子，全日本学生選抜，および武庫川女子大学の各チームのゲームを対象にして，スコア

によるゲーム分析を行い，女子ハンドボール競技における攻撃の全体像および特徴などを明らかにし，スコアに

よる定量的なゲーム分析の実践への応用と限界について検討することを目的とした.

結果は以下の通りであった:

①攻撃回数およびゴール数は，全体の平均では 1試合当たりそれぞれ57.5回および22.5点であった.攻撃成功

率は，競技レベルの向上にともなって高まる傾向にあった.

②高い競技成績をおさめるためには，ミス率を25%以下に抑え，シュート成功率を55%以上に高めることによっ

て，少なくとも 40%以上の攻撃成功率を残すことが重要であることが示唆された.

③ポジション別にみたゴールの占有率は，チームごとに大きな差が認められた.これは各チームの競技レベルお

よび攻撃構想の相違によるものと予想された.一方，シュート成功率は，いずれのチームもペナルティーシュー
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ト，ポスト・カットインおよび速攻の成功率が最も高く，次いでサイドシ品-r，ロングシ品…トの11膜に高い

成功率を示す領向にあった.

@スコアによるゲ…ム分析では，ゲームの質的な側面を観察できる方法とあわせて，総合的・全体的にゲームを

解釈することで，コーチングおよびトレーニングの場にさらに有用な知見を導き出せることがポ陵された.
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